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◇7月11日から14日まで,千葉県の幕張メッセ(日本コ

ソベソジョソセンタｰ)で,JapanStoneFair'91が開

催されます.これに合わせて石材の特集を企画したと

ころ,フェア実行委員会の柘植英雄氏をはじめ,石材

に詳しい所外の5名の方からご寄稿頂くことができ,

｢石材利用と日本のみかけ｣と題する六号が完成しま

した.皆様社長だと各社の要職にあってきわめて多忙

であるにもかかわらず,お願いしてからわずかの期問

に記事を寄せて下さった事に厚くお礼申L上げます.

◇地質学者は,花庸岩類を地殻の構成要素として“研究"

することはあっても,材料として見る機会は比較的少

ないように思われます.筆者もその例外ではなく,編

集過程で上記の皆様の原稿を大変興味深く読ませて頂

きました.社会と地質の接点に関する記事を,今後も

増やしていきたいものだと思います.7月号にも石材

特集2として,城や建物の石材,さび石,海外の花嵐

岩石材だとの記事が予定されています.

◇六号の後半は,地質学に携わる側からのみかげ石の紹

介記事で構成されています.こちらも執筆依頼後短期

問に記事を寄せて下さった事にお礼申し上げます.

◇今月号と7月号の石材特集の企画立案･原稿依頼･編

集にあたっては,当所所長の石原舜三氏から多大のご

援助を頂きました.六号の表紙と口絵の原稿作成およ

びレイアウトも氏の手を煩わせました.石原氏のご助

力なしには,この特集が出来たかった事を明記すると

ともに,厚くお礼申し上げます.

◇IGC事務局ニュｰスは休載としました.
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訂正:2月号河内氏によるrニュｰジｰランド便り(2)｣

の59頁左段上から10行目

50億ドル(誤)→500億ドル(正)
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地質ニュｰスに対するご意見は編集委員会へ

1991年5月号

原稿募集中!

地質ニュｰスに寄稿される方へ

1､地球科学各分野の最近の話題･総説･解説など多

方面の原稿を募ります.
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原稿は図･表･写真を含め,原則として刷上がり

15ぺ一ジ以内とします.これをこえる場合は事務

局に相談して下さい.地質ニュｰス原稿用紙(25

×18字)4枚半が1ぺ一ジに相当します.

ワｰドプロセッサｰ使用の場合も,A4判用紙に

1行25字とし,行数は20-25行程度として下さい

句読点･引用符たどもすべて1字として下さい.

図･表･写真は本文とは別に1枚1べ一ジとし

て,それぞれに番号をづけるとともに,希望する

掲載サイズを余白に記入して下さい.これらに･つ

ける説明文は,本文とは別の原稿用紙に書いて下

さい.とくに図と写真は,縮小率を考え鮮明なも

のを提出して下さい.

原稿の右欄外に図･表･写真の希望する挿入位置

を鉛筆で記入して下さい.

表紙やグラビアに用いるカラｰ写真は,プリント

版の他に原版のポジ(スライド)を提出して下さ

い.プリント版のみの場合は,カビネ～六切サイ

ズ(表紙は六切)のものに限ります.

原稿は事務局に提出して下さい.編集委員会から

受付カｰドを発行します.掲載は原則として受付

順としますが,速報性の高いものは優先的に印刷

したいと思います.
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